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第３学期始業式

１月９日(火）、真冬のこの時期としては過ご
しやすい陽気の下、平成２９年度第３学期始業
式が講堂で行われました。菊地校長は式辞の中
で、３年生は人生が大きく変化する年であり、
通過点をよい形で通過してほしい、１，２年生
もそれぞれ変化がやがて求められる、日々の学
習を大切にしながら来たるべき変化への備えを
十分にしてほしいと述べられました。また、始
業式の指導目標についても話され、連続する時
間の中で区切りをつけ、各自の抱負や決意を新
たにしてほしい、「文武両道」の意義を深め、文
と武の相互作用による学習の方法を実践してほ
しいとも述べられました。
最後に、昭和５７年度卒業の田上篤志氏から

寄贈されたマントと学帽の紹介をされました。
同窓生には本校を心のふるさととして愛着を持
つ先輩が多く、その多くが充実した高校生活を
送っており、生徒諸君にも本校での時間の密度
を高めてほしいと結ばれました。

平成２９年度文武両道賞
総合第１位は１年５組

第３学期始業式に続いて、平成２９年度文武
両道賞の授与式が行われました。今年度の文武
両道賞は１年５組に決定しました。この賞は本
校生のモットーである「文武両道」を顕彰した
もので､校内の各種大会（体育大会・駅伝大会・
マラソン大会・合唱コンクール）の成績や読書
感想文の提出率と受賞数、年間の出席率などを
点数化し合計して、総合１位のクラスを表彰す
るものです。

＜文武両道賞を受賞した１年５組＞

今年は３年５組が校内体育大会、合唱コンク
ールともに優勝して受賞レースをリード、読書
感想文を含めた段階では３年１組が一時トップ
に躍り出ましたが、駅伝大会、マラソン大会で
それぞれ優勝、準優勝となった１年５組が総合
順位１位の座につき、そのまま逃げ切りました。
総合２位には分野１位の獲得こそなかったもの
の１年生ながら各分野で着実に上位をキープし
た１年４組が２点差で入りました。また、駅伝
大会でも３位になった３年５組が総合３位とな
りました。なお、読書感想文分野の１位は３年
４組、出席率(4-12月)の１位は２年５組でした。
本校は褒賞を通して文武両道の実践を奨励し

ており、他にも、野澤賞（最高学年で人物・学
業において優秀な者を毎年10名程度表彰）、学校
長賞、文武両道奨励賞（３年間文武両道に励み
模範となった者。毎年15名程度）などの賞を設
けています。

壮行会を実施
全国高校ビブリオバトル大会
吹奏楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄ東関東大会出場

図書委員会の谷田部慧君（２年）が県大会で
優勝し、全国高校ビブリオバトルへの出場を、
県吹奏楽アンサンブルコンテストで金管三重奏
（松本君（２年）、泉君、大塚君（１年））が金
賞を受賞して県代表となり、東関東大会への出
場を決めました。第３学期始業式の後、全校生
徒で激励しました。

【図書委員会】
◎全国高校ビブリオバトル２０１７決勝大会
期 日 １月２８日（日）
会 場 東京都新宿区・早稲田大学
出場者 谷田部慧(２年)

【吹奏楽部】
◎第23回東関東吹奏楽アンサンブルコンテスト
期 日 １月２７日（土）
会 場 千葉県君津市民文化ホール
出場者 松本悠希（２年）、泉幹大（１年）、

大塚秀太朗（１年）

感謝状贈呈

第２学期の終業式に先だって、貴重なものを
本校にご寄付いただいた二人の先輩、城野徹様、
上野誠様に対し、感謝状を校長より贈呈いたし
ました。城野徹様からは、昨年の８月、第１回
校内駅伝大会を記念して作られた「記念手ぬぐ



い」を綺麗に額装してご寄付いただきました。
また、上野誠様からは、昨年の１２月、講堂の
演壇正面につける校章をご寄付いただきました。
感謝状を受け取られた城野徹様は、ご挨拶で

「真高は文武両道の学校である。魂に汗をかい
て励んでほしい」と述べられました。また、上
野誠様は、高校３年の時に全国空手道大会で優
勝されたことを紹介され、「勉強の他に一生でき
るものを見つけてほしい」と話されました。生
徒達も万雷の拍手で感謝の意を表しました。

大学入試センター試験

１月１３日（土）、１４日（日）の２日間にわ
たって大学入試センター試験が作新学院大学を
会場に実施されました。本校からは１９６名が
受験しました。
試験前日には、多目的ホールにおいて事前指

導が行われ、石塚進路指導部長から試験前最後
の確認および指導が行われました。菊地校長か
らは、体調を整えて「願満完走」、完全な走りを
してほしいとの激励の言葉があり、いつもの「・
・・であるかっ！」「そうだぁっ！」の檄も飛び
ました。また、退院したばかりの磯貝先生も激
励に来てくれました。

試験当日の会場には、校長をはじめ、進路指
導部・３学年担任などの先生方が会場に激励に
訪れ、担任から合格を祈念した「合格飴」が生
徒一人ひとりに配られ、生徒たちは勇気百倍で
試験場に入って行きました。

センター試験が終わると、自己採点の結果も
勘案しながら受験国公立大学を決定することに

なります。前期・中期・後期と最大３校に出願
できるので、私立大学も含め受験計画をしっか
り立て、後は最後までやり切るのみです。
「現役生は最後の最後まで実力が伸びる」と

言われます。実際、後期までしっかり粘って、
見事に志望校合格という栄冠を手にした先輩も
少なくはありません。３月中旬までの長丁場に
なりますが、可能性を信じて、高校生活最終盤
の時間を有効に活用して希望を実現してほしい
と願っています。

○センター試験後の主な日程について
①正解等の発表 1月13日(土)・14日(日)
※翌日の新聞に問題と正解が発表されました。
また、予備校等のホームページには試験当日

から、順次問題や正解が掲載されました。
１・２年生も是非確認しておいてください。

②自己採点 1月15日（月）
③平均点等の中間発表 1月17日（水）
④得点調整有無の発表 1月19日（金）
⑤追試験 1月20日(土)・21日(日)
⑥国公立大学出願(前期・中期・後期とも)

1月22日(月)～1月31日(水)
⑦平均点等の最終発表 2月1日(木)予定
⑧国公立大学前期日程試験 2月25日(日)から
⑨ 同 中期日程試験 3月 8日(木)から
⑩ 同 後期日程試験 3月12日(月)から

１月～２月の行事予定

【１月】

２５日（木） 創立120周年記念事業実行委員会
２６日（金） 進学指導会(２年 LHR・総合)

奉仕作業(１年 LHR・総合)
２７日（土） サタデーセミナー

土曜開放
３１日（水） 平日課外

【２月】

３日（土） 学研ハイレベル模試(1年希望者)
土曜開放

５日（月） 第２次特別時間割（３年）
６日（火） 大掃除(５限～、終了後放課）
７日（水） 特色選抜(生徒休業）
８日（木） 平日課外

第４回ＰＴＡ理事会
９日（金） 進研マーク模試(２年)

１０日（土） 進研マーク模試(２年)
１３日（火） 特色選抜事務(生徒休業)
１６日（金） 学校評議員会
１７日（土） 土曜開放
２０日（火） 学年末テスト(～２３日)
２３日（金） 進路集会（１・２年）
２４日（土） サタデーセミナー(１・２年)

土曜開放
２６日（月） 面接強化期間（～３／１６）
２７日（火） 卒業式場作成・大掃除(５限～）
２８日（水） 卒業式予行・同窓会入会式
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